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本書は、日本教科内容学会のプロジェクト研究「教員養成の教科内容構成の開発」（5 年

計画）の成果をまとめたものです。教科の認識論から教科内容構成を開発し、教員養成で求

められている教科内容構成とシラバスを提案（10 教科）しています。これは、現在急務と

なっている教科専門と教科教育を関連させた授業創出の設計図にもなります。 
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